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《研究ノート》
J. H. クラパム『近代イギリス経済史　第 １ 巻
鉄道時代前夜のイギリス，1820-1850 年』要綱，第 １ 章－第 ４ 章
一　ノ　瀬　　　篤
はじめに
　本稿の目的は，イギリス経済史研究の高峰 J. H. クラパムの主著  An Economic History of Modern 
Britain, Vol. 1, 1820−1850, Britain on the Eve of the Railway Age, 1820−1850 （1₉2₆）の要約的紹介である。
An Economic History of Modern Britainは続巻としてVol. 2, Free Trade and Steel, 1850−1886 （1₉32），Vol. 3, 
Machines and National Rivalries, 1887−1914, with an Epilogue, 1914−1929（1₉3₈），を含んでいる。クラ
パムには膨大な著作があるが，全 3 巻の本書とThe Bank of England : A History, vol. 1, 1694−1797, vol. 2, 
1797−1914（1₉44） を主著としてよいだろう。後者にはすでに英国金融史研究会による邦訳書（ダイ
ヤモンド社，1₉₇0年）がある 1 ）。経済史一般についての邦訳書では，A Concise Economic History of 
Britain, from the Earliest Times to 1750（1₉4₉）：山村延昭訳『イギリス経済史概説』（上），（下）（未来

















1 　その後（一部，重複時期を含むが）のイングランド銀行史は，セイヤーズ（R. S. Sayers）によって書かれて






あること 3 ），当時のイギリスに関する固有名詞が頻出すること 4 ），文体もしばしば，かなり読みにく






ている。なお，一ノ瀬篤「Ｊ．クラパムの貨幣・金融史：1₈21－1₈₉0年」（『愛媛経済論集』第 ₆ 巻第 1



















































































































































































































































































































がヨークシャー側のカルダー＆ヘッブル運河（Calder and Hebble Navigation）に来ると，たちまち₅3
フィートの船しか通れない，など。結果として，運航させる船も，貨物船・旅客船を問わず，改良・
発展が鈍かった。旅客船はまだしもだったが，貨物船の改良が特に遅れた。馬や人力で引っ張る箇所










































































































































土地保有世帯 1 に対して労働者世帯2.₅という比率になる。労働者雇用世帯 1 に対しては，労働者世
帯 ₅ 未満である。スコットランドを除外すると，上記比率はおそらく，それぞれ 1：2.₇₅， 1：₅.₅と，
やや高くなるだろう。概して，労働者世帯の比率は驚くほど低いことが確認できる。有名なグレゴリ ・ー
キング（Gregory King）の推計（1₇世紀末頃が対象）でも，農村の土地保有世帯と農村「プロレタリア」




































































































































































広がった。「キャプテン・スウィング」（Captain Swing）による脅迫状が 7 ），放火やデモのない諸州に
もばら撒かれた。不満の訴えは救貧法，狩猟法，十分の一税，囲い込み，賃金率，機械（の採用によ
る失業）など，広範にわたり，運動はほとんどが合法的なものだった。背景は1₈2₈－2₉年の天候不順






報告があったが，次の 2 ， 3 年間に，サフォークでは持ち運び可能で馬に付けられるタイプが普及し
ていた。スコットランドでは1₈2₅－30年の間には脱穀機は全く一般的だったし，イングランドとアイ
ルランドでも年々普及していった。とはいえ，南部イングランドではスコットランドよりも脱穀機の
普及はだいぶ遅れていた。ということは，1₈30年の労働者蜂起はまさに機械と人間労働との戦いが始
まった地域で生じた，ということである。この運動は脱穀機を破壊しただけでなく，その採用進展を
遅らせた。
　1₈30年以前で言及すべきそれ以外の機械は，秣用の干し草乾燥機のみである。1₈2₅－30頃までには，
₇ 　1830年にイングランド南部を中心に農村暴動が起こった。行動は脱穀機の破壊を主としつつも，おおむね穏
便だったが，「積み藁への放火」という危険な行動が加わった。その際，積み藁に火を点けるバーナーを大きく
振る行動があり，Captain Swing（火振り船長）の名で，地域の地主や教区の幹部などに脅迫状（脱穀機を破砕せよ，
賃金を上げよ，等）が送られた。イングランド全土で600人の参加者が収監され，19人が死刑， ₉ 人は絞首刑と
なった。
－62－
『近代イギリス経済史　第１巻　鉄道時代前夜のイギリス，1820－1850 年』要綱，第１章－第４章 １１9
とくに大量の干し草が作られるロンドン近郊において，一般的に使用され始めていた。刈取機の使用
はまだ将来のことに属した。ルードン（J. Loudon）は1₈31年に「それはまだ欠けているが必須の物で
ある」と述べている。1₈22年以降，刈取機に関する種々の発明とその使用実験があったが，あくまで
実験段階にとどまる。
　農業上のその他の進歩と言えば，機械ではなく，道具の改良であった。穀物その他の種子を蒔くた
めの，馬力によるドリル（筋蒔き器），根菜や豆のための馬鍬（horse-hoeing），鋤，ハロー（harrow：
表土均し具）など諸種の道具の改良は，₇₅年以上の年月を掛けて進行していたが，1₈30年以前に，全
鉄製の鋤と全鉄製のハローにおいて頂点に達した。
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